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第 ９ 章      運輸・通信
航空輸送
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平成26年の関西国際空港の旅客数は、国際線が1,292万人で前年に比べて110万５千人(前年比9.4％)増加しており、国内線の旅客数は630万人で前年に比べ30万４千人(同5.1％)増加しています。また、大阪国際空港の国内線は、1,452万５千人で前年に比べ70万３千人(同5.1％)増加しています。
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自動車保有車両数



平成26年度の自動車保有車両総数は、347万9,031台となっています。自動車の保有車両のうち乗用車は197万8,685台(前年比1.0％減)で平成10年の223万8,550台をピークに年々減少しています。トラックは31万8,067台(同0.2％増)で、23年ぶりに微増となった前年度に引続き、微増しています。軽自動車は101万3,536台で前年度に比べ２万4,537台(同2.5％)増加しています。



鉄道の乗車人員数
　
平成26年の大阪市営地下鉄(ニュートラム含む)の乗車人員は、240万988人で前年に比べ４万7,260人(前年比2.0％)増加しています。ＪＲ西日本の乗車人員は、204万8,901人で前年度に比べ7,803人(同0.4％)減少しています。阪神電気鉄道の乗車人員は、19万2,798人で前年に比べ2,768人(同1.5％)増加しています。平成21年に阪神なんば線が開通して以降、毎年微増しています。



情報通信機器
　
平成26年度末の加入電話数は121万1,005加入で前年度に比べ9万3,362加入(前年度比7.2％)減少しており、携帯電話加入者数は、1,071万1,824加入で、前年度に比べ36万6,645加入(同3.5％)増加しています。
また、情報通信機器の種類ごとに世帯保有率の推移をみると、携帯電話またはPHS（スマートフォンを含む）が95.5％、固定電話が82.2％、パソコンが81.2％、スマートフォンが69.3％、タブレット型端末が28.4％となっており、平成22年末に比べスマートフォン及びタブレット型端末の保有率が高くなっています。
　
　　　　　　　　　　　　


空港旅客数の推移





※羽田空港国際線は年度値





[表9-15、成田国際空港株式会社空港運用状況、日本空港ビルディング株式会社連結決算補足資料参照]





自動車保有車両数の推移





[表9-13参照]





主な鉄道会社の乗車人員数(1日平均)





注:近鉄の乗車人員数調査は、21、23、25、26年は実施していない。


　凡例横の数値は、大阪府内の駅の数。





[表9-3～5参照]





情報通信機器の世帯保有率の推移





[表9-27参照]








